
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カップ状のロータヨークの内周に永久磁石が固定されて構成されているアウターロータ
と、前記アウターロータの永久磁石に対向する複数の磁極部を環状部の外周に突設させて
いるステータ鉄心の前記磁極部にコイルが巻装されたステータと、前記ステータ鉄心の前
記環状部の内周に配置された筒状のボスと、前記ボスの軸心に軸受けを介して回転自在に
貫通していて先端に前記ロータヨークの中心部が固定されている回転軸と、前記ボスの外
周に固定されている金属製の取付けプレートとを備えたアウターロータ型ブラシレスモー
タにおいて、
　前記ボス

アウターロータ
型ブラシレスモータ。
【請求項２】
　カップ状のロータヨークの内周に永久磁石が固定されて構成されているアウターロータ
と、前記アウターロータの永久磁石に対向する複数の磁極部を環状部の外周に突設させて
いるステータ鉄心の前記磁極部にコイルが巻装されたステータと、前記ステータ鉄心の前
記環状部の内周に配置された筒状のボスと、前記ボスの軸心に軸受けを介して回転自在に
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の外周にフランジ部が突設され、前記取付けプレートの内周側に環状の立上が
り部が設けられ、前記立上がり部の頂部で前記取付けプレートに平行な環状の内周部が前
記ボスの前記フランジ部に載せられ、前記立上がり部の頂部の前記内周部上に前記ステー
タ鉄心の前記環状部が載せられ、前記ステータ鉄心の前記環状部と前記取付けプレートの
前記内周部と前記フランジ部とがこれらを貫通するネジで締結されている



貫通していて先端に前記ロータヨークの中心部が固定されている回転軸と、前記ボスの外
周に固定されている金属製の取付けプレートとを備えたアウターロータ型ブラシレスモー
タにおいて、
　前記取付けプレート

アウターロータ型ブラ
シレスモータ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ステータの外周でロータが回転するアウターロータ型ブラシレスモータに関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来のアウターロータ型ブラシレスモータは、図７及び図８（Ａ）（Ｂ）に示すように
、カップ状のロータヨーク１の内周に複数の永久磁石２が固定されて構成されているアウ
ターロータ３と、このアウターロータ３の永久磁石２に対向する複数の磁極部４ａを環状
部４ｂの外周に突設させているステータ鉄心４の磁極部４ａにコイル５が巻装されたステ
ータ７と、ステータ鉄心４の環状部４ｂの内周に配置された金属製で筒状をしたボス６´
と、該ボス６´の軸心に軸受け８を介して回転自在に貫通していて先端にロータヨーク１
の中心部が固定された回転軸９と、ボス６´の外周に固定されている金属製の取付けプレ
ート１０と、この取付けプレート１０にビス１２で固定されていてこのブラシレスモータ
の駆動回路を搭載した回路基板１１とを備えた構造になっていた。この場合、ステータ鉄
心４の はボス６´の外周にネジ１３で固定されている。また、取付けプレート
１０はその孔１４にボス６´の環状基部６ａ´を嵌めた後、取付けプレート１０を通り抜
けた環状基部６ａ´をかしめて拡径かしめ部６ａｋ´によりボス６´に固定していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このようなアウターロータ型ブラシレスモータでは、ステータ７をボス６
´に固定し、このボス６´を取付けプレート１０に固定しているので、ステータ７の熱は
金属製のボス６´を介して取付けプレート１０から放熱されることになり、ボス６´の介
在により放熱効率が悪い問題点があった。
【０００４】
また、このようなアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレート１０に対する
ボス６´の固定をかしめによって行っていたので、工数がかかり、コスト高になる問題点
があった。
【０００５】
本発明の目的は、ステータの放熱性能を向上できるアウターロータ型ブラシレスモータを
提供することにある。
【０００６】
本発明の他の目的は、組立てを容易に行え、且つステータの放熱性能を向上できるアウタ
ーロータ型ブラシレスモータを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、カップ状のロータヨークの内周に永久磁石が固定されて構成されているアウタ
ーロータと、該アウターロータの永久磁石に対向する複数の磁極部を環状部の外周に突設
させているステータ鉄心の磁極部にコイルが巻装されたステータと、ステータ鉄心の環状
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の中心に孔が設けられ、該孔の周囲の内周部に周方向に間欠的に複
数の立上がり部が設けられ、これら立上がり部の頂部に前記内周部に平行な鉄心支持部が
それぞれ設けられ、前記各鉄心支持部が前記ボスにそれぞれ鋳込み固定され、前記内周部
が前記ボスの外周にそれぞれ支持され、前記各鉄心支持部の上に前記ステータ鉄心の前記
環状部が載せられ、前記ステータ鉄心の前記環状部と前記取付けプレートの前記各鉄心支
持部と前記フランジ部とがこれらを貫通するネジで締結されている

環状部４ｂ



部の内周に配置された筒状のボスと、該ボスの軸心に軸受けを介して回転自在に貫通して
いて先端にロータヨークの中心部が固定されている回転軸と、ボスの外周に固定されてい
る金属製の取付けプレートとを備えたアウターロータ型ブラシレスモータを改良するもの
である。
【０００８】
本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、ボスが樹脂モールド成形品よりな
り、該ボスが取付けプレートの孔に通されて固定され、取付けプレートの内周の立上り部
にステータ鉄心の環状部が固定されている。
【０００９】
このようなアウターロータ型ブラシレスモータでは、ステータ鉄心の環状部が直接取付け
プレートに固定されているので、ステータの放熱性能を向上させることができる。また、
取付けプレートに立上がり部を設け、この立上がり部の頂部にステータ鉄心の環状部を固
定しているので、取付けプレートにステータ鉄心を固定しても、立上がり部の存在により
コイル等が邪魔にならずにステータ鉄心を固定することができる。
【００１０】
また、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレートの内周側に
環状の立上がり部が設けられ、該立上がり部の頂部で取付けプレートに平行な環状の内周
部がボスに鋳込み固定され、立上がり部の頂部の内周部上にステータ鉄心の環状部が載せ
られて固定されている。
【００１１】
このようなアウターロータ型ブラシレスモータによれば、ボスの成形工程で該ボスと取付
けプレートとを一体化できるので、組立て工数を削減でき、コストの低減を図ることがで
きる。また、ステータ鉄心の環状部が直接取付けプレートに固定されているので、ステー
タの放熱性能を向上させることができる。さらに、取付けプレートに立上がり部を設け、
この立上がり部の頂部にステータ鉄心の環状部を固定しているので、取付けプレートにス
テータ鉄心を固定しても、立上がり部の存在によりコイル等が邪魔にならずにステータ鉄
心を固定することができる。また、環状の立上がり部の上にステータ鉄心の環状部を載せ
て固定しているので、ステータ鉄心の固定をより安定して行わせることができる。
【００１２】
また、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレートの中心に孔
が設けられ、該孔の周囲の内周部に周方向に間欠的に複数の立上がり部が設けられ、これ
ら立上がり部の頂部に内周部に平行な鉄心支持部がそれぞれ設けられ、これら内周部と鉄
心支持部との少なくとも一方がボスにそれぞれ鋳込み固定され、各鉄心支持部の上にステ
ータ鉄心の環状部が載せられて固定されている。
【００１３】
このようなアウターロータ型ブラシレスモータによれば、ボスの成形工程で該ボスと取付
けプレートとを一体化できるので、組立て工数を削減でき、コストの低減を図ることがで
きる。また、ステータ鉄心の環状部が直接取付けプレートに固定されているので、ステー
タの放熱性能を向上させることができる。さらに、取付けプレートに立上がり部を設け、
この立上がり部の頂部にステータ鉄心の環状部を固定しているので、取付けプレートにス
テータ鉄心を固定しても、立上がり部の存在によりコイル等が邪魔にならずにステータ鉄
心を固定することができる。また、取付けプレートはその内周部と鉄心支持部とをボスに
支持させるので、取付けプレートの取付け姿勢を安定させることができる。
【００１４】
また、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、ボスの外周にフランジ部が
突設され、取付けプレートの内周側に環状の立上がり部が設けられ、該立上がり部の頂部
で取付けプレートに平行な環状の内周部がボスのフランジ部に載せられ、立上がり部の頂
部の内周部上にステータ鉄心の環状部が載せられ、ステータ鉄心の環状部と取付けプレー
トの内周部とフランジ部とがこれらを貫通するネジとこれに螺合されたナットとで締結さ
れている。
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【００１５】
このようにステータ鉄心の環状部と取付けプレートの内周部とフランジ部とを、これらを
貫通するネジとこれに螺合されたナットとで締結すると、組立て工数を削減でき、コスト
の低減を図ることができる。また、ステータ鉄心の環状部が直接取付けプレートに固定さ
れているので、ステータの放熱性能を向上させることができる。さらに、取付けプレート
に立上がり部を設け、この立上がり部の頂部にステータ鉄心の環状部を固定しているので
、取付けプレートにステータ鉄心を固定しても、立上がり部の存在によりコイル等が邪魔
にならずにステータ鉄心を固定することができる。
【００１６】
さらに、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレートの中心に
孔が設けられ、該孔の周囲の内周部に周方向に間欠的に複数の立上がり部が設けられ、こ
れら立上がり部の頂部に内周部に平行な鉄心支持部がそれぞれ設けられ、各鉄心支持部が
ボスにそれぞれ鋳込み固定され、内周部がボスの外周にそれぞれ支持され、各鉄心支持部
の上にステータ鉄心の環状部が載せられ、ステータ鉄心の環状部と取付けプレートの各鉄
心支持部とフランジ部とがこれらを貫通するネジで締結されている。
【００１７】
このようにステータ鉄心の環状部と取付けプレートの各鉄心支持部とフランジ部とを、こ
れらを貫通するネジで締結すると、組立て工数を削減でき、コストの低減を図ることがで
きる。また、ステータ鉄心の環状部が直接取付けプレートに固定されているので、ステー
タの放熱性能を向上させることができる。さらに、取付けプレートに立上がり部を設け、
この立上がり部の頂部にステータ鉄心の環状部を固定しているので、取付けプレートにス
テータ鉄心を固定しても、立上がり部の存在によりコイル等が邪魔にならずにステータ鉄
心を固定することができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図１及び図２は本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第１例を
示したもので、図１は本例のアウターロータ型ブラシレスモータのステータ側の半部の縦
断面図、図２はこの例で用いている取付けプレートの斜視図である。
【００１９】
本例のアウターロータ型ブラシレスモータでは、中心に孔１４を有する取付けプレート１
０の内周部１０ａの縁部を予め一体に鋳込み固定したボス６が樹脂モールド成形品よりな
っている。取付けプレート１０は外形が四角形をなしていて、中間に立上がり部１０ｂが
環状に立上げられ、この立上がり部１０ｂの頂上が内周部１０ａとなっていて中心に孔１
４が同心状に設けられている。また、四角形の取付けプレート１０の四隅には、この取付
けプレート１０を内燃機関のケース等に固定する取付け脚部１０ｃが立下がり部１０ｄを
介して設けられている。各立下がり部１０ｄに隣接させて四角形の取付けプレート１０の
四隅には、基板ホルダー１０ｅが立上がり部１０ｆを介して設けられている。内周部１０
ａの周方向の複数箇所には、ネジ孔１０ｇがあけられている。取付けプレート１０の内周
部１０ａにステータ鉄心４の環状部４ｂが載せられ、ネジ１３で固定されている。各ネジ
１３は、内周部１０ａの各ネジ孔１０ｇに螺合されている。その他の構成は、図７と同様
になっている。
【００２０】
このようなアウターロータ型ブラシレスモータによれば、ボス６の成形工程で該ボス６と
取付けプレート１０とを一体化できるので、組立て工数を削減でき、コストの低減を図る
ことができる。また、ステータ鉄心４の環状部４ｂが直接取付けプレート１０に固定され
ているので、ステータ７の放熱性能を向上させることができる。また、取付けプレート１
０に立上がり部１０ｂを設け、この立上がり部１０ｂの頂上の内周部１０ａにステータ鉄
心４の環状部４ｂを固定すると、取付けプレート１０にステータ鉄心４を固定しても、立
上がり部１０ｂの存在によりコイル５等が邪魔にならずにステータ鉄心４を固定すること
ができる。
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【００２１】
またこの例では、ステータ鉄心４の環状部４ｂを取付けプレート１０の環状の内周部１０
ａに載せて固定しているので、ステータ鉄心４の固定をより安定して行わせることができ
る。
【００２２】
図３及び図４は本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第２例を
示したもので、図３は本例のアウターロータ型ブラシレスモータのステータ側の半部の縦
断面図、図４はこの例で用いている取付けプレートの斜視図である。
【００２３】
本例のアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレート１０の中心に孔１４が設
けられ、この孔１４の周囲の内周部１０ａに周方向に切り起こしにより間欠的に複数（本
例では３本）の立上がり部１０ｂが設けられ、これら立上がり部１０ｂが頂部が内周部１
０ａに平行な鉄心支持部１０ａａとなっている。これら立上がり部１０ｂの切り起こしに
より内周部１０ａは、間欠的な内周部１０ａとなっている。これら鉄心支持部１０ａａに
ネジ孔１０ｇがそれぞれあけられている。これら内周部１０ａと鉄心支持部１０ａａとの
両方がボス６にその成形時にそれぞれ鋳込み固定されている。各鉄心支持部１０ａａの上
に図示しないがステータ鉄心４の環状部４ｂが載せられ、図１の場合と同様にネジ１３で
固定されている。その他の構成は、図７と同様になっている。
【００２４】
このような構造でも、第１例と同様の効果を得ることができる。またこの例では、取付け
プレート１０が内周部１０ａと鉄心支持部１０ａａとの２箇所でボス６に固定されるので
、取付けプレート１０の取付け姿勢を安定させることができる。
【００２５】
なお、この第２例においては、取付けプレート１０の内周部１０ａと鉄心支持部１０ａａ
との何れか一方のみをボス６に鋳込み固定した構造にすることができる。内周部１０ａと
鉄心支持部１０ａａとの一方をボス６に鋳込み固定した場合には、他方はボス６の外周に
接触させても、ボス６の外周に設けた溝に嵌め込んでもいずれでもよい。
【００２６】
図５は本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第３例を示した半
部の縦断面図である。
【００２７】
本例は、図１と同様に取付けプレート１０を１箇所でボス６に固定する例に本発明を適用
した他の例を示したもので、ボス６の成形時にその外周にフランジ部６ｂが設けられ、こ
のフランジ部６ｂ上に取付けプレート１０の内周部１０ａが重ねられ、この内周部１０ａ
の上にステータ鉄心４の環状部４ｂが載せられて、これらの重ね合わせ部分にネジ１３が
通されてフランジ部６ｂに締結されている。
【００２８】
その他の構成は、図７と同様になっている。
【００２９】
このようにすると、ステータ鉄心４とボス６と取付けプレート１０との３つの部品をネジ
１３で一体に締結することができる。このため、このアウターロータ型ブラシレスモータ
でも、組立て工数を削減でき、コストの低減を図ることができる。また、ステータ鉄心４
の環状部４ｂが直接取付けプレート１０に固定されているので、ステータ７の放熱性能を
向上させることができる。また、取付けプレート１０に立上がり部１０ｂを設け、この立
上がり部１０ｂの頂上の内周部１０ａにステータ鉄心４の環状部４ｂを固定しているので
、取付けプレート１０にステータ鉄心４を固定しても、立上がり部１０ｂの存在によりコ
イル５等が邪魔にならずにステータ鉄心４を固定することができる。
【００３０】
なお、この第３例においては、ナットを予めフランジ部６ｂに鋳込んでおいてネジ１３を
螺合させて締結してもよく、あるいはネジ１３をフランジ部６ｂに貫通させて反対側でナ
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ットで締結してもよい。
【００３１】
図６は本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第４例を示した半
部の縦断面図である。
【００３２】
本例は、図３と同様に取付けプレート１０に内周部１０ａと鉄心支持部１０ａａとを設け
た例に本発明を適用した他の例を示したものである。本例でも、取付けプレート１０には
その中心に孔１４が設けられ、この孔１４の周囲の内周部１０ａに周方向に切り起こしに
より間欠的に複数（本例では３本）の立上がり部１０ｂが設けられ、これら立上がり部１
０ｂが頂部が内周部１０ａに平行な鉄心支持部１０ａａとなっている。これら鉄心支持部
１０ａａにネジ孔１０ｇがそれぞれあけられている。ボス６は、その成形時に、鉄心支持
部１０ａａに対応する位置の外周に間欠的にフランジ部６ｂが設けられ、内周部１０ａに
対応する位置の外周に溝１５が設けられている。取付けプレート１０は、フランジ部６ｂ
が周方向に存在しない位置に対応させて間欠的な内周部１０ａが存在するようにし、且つ
間欠的な内周部１０ａをボス６の外周で撓ませて、間欠的な内周部１０ａを先にしてボス
６の外周に嵌め、鉄心支持部１０ａａをフランジ部６ｂに載せる。かかる状態で、各鉄心
支持部１０ａａの上にステータ鉄心４の環状部４ｂを載せ、これらの重ね合わせ部分にネ
ジ１３が通されてフランジ部６ｂに締結されている。
【００３３】
その他の構成は、図７と同様になっている。
【００３４】
　このようにしても、ステータ鉄心４とボス６と取付けプレート１０との３つの部品をネ
ジ１３で一体に締結することができる。このため、このアウターロータ型ブラシレスモー
タでも、組立て工数を削減でき、コストの低減を図ることができる。また、ステータ鉄心
４の環状部４ｂが直接取付けプレート１０に固定されているので、ステータ７の放熱性能
を向上させることができる。また、取付けプレート１０に立上がり部１０ｂを設け、この
立上がり部１０ｂの頂上の にステータ鉄心４の環状部４ｂを固定して
いるので、取付けプレート１０にステータ鉄心４を固定しても、立上がり部１０ｂの存在
によりコイル５等が邪魔にならずにステータ鉄心４を固定することができる。
【００３５】
　なお、この においても、ナットを予めフランジ部６ｂに鋳込んでおいてネジ１３
を螺合させて締結してもよく、あるいはネジ１３をフランジ部６ｂに貫通させて反対側で
ナットで締結してもよい。
【００３６】
また、間欠的な内周部１０ａは、ボス６の外周に接触させて支持させてもよい。
【００３７】
【発明の効果】
本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、ボスが予め取付けプレートの内周
部を一体に固定した樹脂モールド成形品よりなっているので、ボスの成形工程で該ボスと
取付けプレートとを一体化でき、このため組立て工数を削減でき、コストの低減を図るこ
とができる。また、ステータ鉄心の環状部が直接取付けプレートの立上がり部に固定され
ているので、ステータの放熱性能を向上させることができる。また、取付けプレートに立
上がり部を設け、この立上がり部にステータ鉄心の環状部を固定しているので、取付けプ
レートにステータ鉄心を固定しても、立上がり部の存在によりコイル等が邪魔にならずに
ステータ鉄心を固定することができる。
【００３８】
また、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレートの内周側に
環状の立上がり部を設け、該立上がり部の頂部で取付けプレートに平行な環状の内周部を
ボスに鋳込み固定し、立上がり部の頂部の内周部上にステータ鉄心の環状部が載せて固定
しているので、ボスの成形工程で該ボスと取付けプレートとを一体化できるので、組立て
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工数を削減でき、コストの低減を図ることができる。また、ステータ鉄心の環状部が直接
取付けプレートに固定されているので、ステータの放熱性能を向上させることができる。
さらに、取付けプレートに立上がり部を設け、この立上がり部の頂部にステータ鉄心の環
状部を固定しているので、取付けプレートにステータ鉄心を固定しても、立上がり部の存
在によりコイル等が邪魔にならずにステータ鉄心を固定することができる。また、環状の
立上がり部の上にステータ鉄心の環状部を載せて固定しているので、ステータ鉄心の固定
をより安定して行わせることができる。
【００３９】
また、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレートの中心に孔
を設け、該孔の周囲の内周部に周方向に間欠的に複数の立上がり部を設け、これら立上が
り部の頂部に鉄心支持部をそれぞれ設け、これら内周部と鉄心支持部との少なくとも一方
をボスにそれぞれ鋳込み固定し、各鉄心支持部の上にステータ鉄心の環状部を載せて固定
しているので、ボスの成形工程で該ボスと取付けプレートとを一体化でき、このため組立
て工数を削減でき、コストの低減を図ることができる。また、ステータ鉄心の環状部が直
接取付けプレートに固定されているので、ステータの放熱性能を向上させることができる
。さらに、取付けプレートに立上がり部を設け、この立上がり部の頂部にステータ鉄心の
環状部を固定しているので、取付けプレートにステータ鉄心を固定しても、立上がり部の
存在によりコイル等が邪魔にならずにステータ鉄心を固定することができる。また、取付
けプレートの内周部と鉄心支持部とをボスに支持させているので、取付けプレートの取付
け姿勢を安定させることができる。
【００４０】
また、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、ボスの外周にフランジ部を
突設し、取付けプレートの内周側に環状の立上がり部を設け、該立上がり部の頂部の環状
の内周部をボスのフランジ部に載せ、立上がり部の頂部の内周部上にステータ鉄心の環状
部を載せ、ステータ鉄心の環状部と取付けプレートの内周部とフランジ部とをこれらを貫
通するネジで締結したので、組立て工数を削減でき、コストの低減を図ることができる。
また、ステータ鉄心の環状部が直接取付けプレートに固定されているので、ステータの放
熱性能を向上させることができる。さらに、取付けプレートに立上がり部を設け、この立
上がり部の頂部にステータ鉄心の環状部を固定しているので、取付けプレートにステータ
鉄心を固定しても、立上がり部の存在によりコイル等が邪魔にならずにステータ鉄心を固
定することができる。
【００４１】
さらに、本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータでは、取付けプレートの中心に
孔を設け、該孔の周囲の内周部に周方向に間欠的に複数の立上がり部を設け、これら立上
がり部の頂部に内周部に平行な鉄心支持部をそれぞれ設け、各鉄心支持部をボスにそれぞ
れ鋳込み固定し、内周部をボスの外周にそれぞれ支持させ、各鉄心支持部の上にステータ
鉄心の環状部を載せ、ステータ鉄心の環状部と取付けプレートの各鉄心支持部とフランジ
部とをこれらを貫通するネジで締結するので、組立て工数を削減でき、コストの低減を図
ることができる。また、ステータ鉄心の環状部が直接取付けプレートに固定されているの
で、ステータの放熱性能を向上させることができる。さらに、取付けプレートに立上がり
部を設け、この立上がり部の頂部にステータ鉄心の環状部を固定しているので、取付けプ
レートにステータ鉄心を固定しても、立上がり部の存在によりコイル等が邪魔にならずに
ステータ鉄心を固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第１例を示した
ステータ側の半部の縦断面図である。
【図２】この第１例で用いている取付けプレートの斜視図である。
【図３】本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第２例を示した
ステータ側の半部の縦断面図である。
【図４】この第２例で用いている取付けプレートの斜視図である。
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【図５】本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第３例を示した
ステータ側の半部の縦断面図である。
【図６】本発明に係るアウターロータ型ブラシレスモータの実施の形態の第４例を示した
ステータ側の半部の縦断面図である。
【図７】従来のアウターロータ型ブラシレスモータの要部縦断面図である。
【図８】（Ａ）（Ｂ）従来の取付けプレートに対するボスの取付け構造を示す工程図であ
る。
【符号の説明】
１　ロータヨーク
２　永久磁石
３　アウターロータ
４　ステータ鉄心
４ａ　磁極部
４ｂ　環状部
５　コイル
６，６´　ボス
６ａ´　環状基部
６ａｋ´　拡径かしめ部
６ｂ　フランジ部
７　ステータ
８　軸受け
９　回転軸
１０　取付けプレート
１０ａ　内周部
１０ａａ　鉄心支持部
１０ｂ　立上がり部
１０ｃ　取付け脚部
１０ｄ　立下がり部
１０ｅ　基板ホルダー
１０ｆ　立上がり部
１０ｇ　ネジ孔
１１　回路基板
１２　ビス
１３　ネジ
１４　孔
１５　溝
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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